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独立行政法人国立健康・栄養研究所

栄養情報担当者(NR)認定制度

独立行政法人国立健康・栄養研究所では、「健康食品」等に関する正確な情報・知識を有し、消費者に

対して適切な情報を提供できる人材の育成を目的として、平成 14年 12月 に「栄養情報担当者」

mtitional Representative)の 認定制度を発足させました。この制度Iよ 当研究所が指定する民間の

育成講座において、当研究所が策定した教育内容に沿つて必要な単位を取得し、講座を修了した者に対し、

当研究所が試験を行ない、その試験に合格した者を栄養情報担当者 鯉η卜:NR)と して認定する制度で

す。認定試験は平成16年度から実施しており、現在の認定者は2,682名 となっておりま坑 又、指

定した詢薩翻斡よ 37講座であり、内22講座は大学等となっております。

当研究所がこの制度を発足させるに当りましては、自らがNRを育成することなく、その認定及び荀蠅

びに各講座に対してのフォローアップのみに限定した理由は、平成14年 2月 に厚生労働省医薬品食品録健

部から発表されました「イ剰謝錦絵 品等に係るアレyザリースタッフの養成イこ関する基本的考たれ の内

に、養成講座の実施主体については 1饂・運営等が適正である民間団体が養成の実施主体となることが適

切である」と述べられていることから、あくまでもサポートに徹することが適当であると考えたからであり

ます。

その考えに基づいて当研究所が発足させたNR認定制度の内容は、民間団体が養成講座を実施する際のノ

ウハウや教材の日米 さらにt勘 の動 という側前 な難 を通じて、養成されるアレyザリースタッ

フ (NR)の質の担保や量的拡大に寄与するものであり、当研究所は「養成講座の実施主体はあくまでも民

間団体等である」と考え、民間団体を側面から支援するという立場をとつており、今後ともこの方針に沿つ

てこの制度を運用して参りたいと考えております。

◆NR資格の概要

ONRとは

「NR mtritional Represettat� e)」 とは、「健康食品」等に関する正確な情報・知識を有し、

「NR」 の名称を用いて、消費者に対して「健康食品」等に関する適切な隋報を提供することを主な

業務とする者として、独立行政法人国立健康。       が認定した者のことを言いま坑

名称 独立行政法人国立脚蒙。メ芸翔院所認定栄誨腑 担当者

略称 NR(随 tritional Representative)



●資格取得から認定。更新までの流れ

〈NR         の場合〉 〈         嚇 〉

NR認定試験受験 (毎年6月 ) 資       侮年 11月 )
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NR認寇証申請
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3年毎の更新

◆NR認定試験

1

以下の1-6のいずれ欄こ該当する方で、研究所指定養成講座において 40単位を取得し、修T
し諾

1 有資格者 管理栄養士、栄養士、薬剤賦 保健師、助産師、看護瓶 臨床検査技師、医賦

歯科医師(獣医BTl

2 学校教育法に定める大学又は旧専門学校令に基づく専門学校において、栄養学、薬学、保健

学、医虫 触 獣医学の課程を惨めて卒業した者

3 学校教育法に定める大学又は旧専F日学校令に基づく専門学校において、食品衛生監視員の資

格を得るために必要な科目を受講し、畜産虫 水離表 農芸化学の課程を修めて卒業した者

4 食品衛生監視員の養成施設において、所定の課程笏 した者

5 日本国以外の国において、1に掲げるものと同等の資格を取得した者、又は2及び 3に該当

する学部初 した者鉤 事長が適当と認めた者

6 銅 試験
**に

舎路し諾

*卒業さ蜘 潮悩する力石か刑 な方は、蜘勒 主催者または、期 れ難れ埋 立健康・栄養研究所NR担当へ漸踊い

合わせくださヤ、

**詳細については、鉛 の概要をぜ覧くださし、

翔

毎年6月

試験の科目及び方法

(1) 書賜新斗目

<平成17年度>

資簡宕蘇瑚解潔子俗瀦腹 5年間花効



1 )酔等・食品鶏

2 健康・栄養食品

3 食品嚇

4 食品の安全性と衛生管理

5 達 ・輩逹衝管と」封ぎ習跡

6 界峯餞安吉輪

7 科学的根拠に基づく栄養実践活動

8 NR倫 理

9  醐

10 便銅覇平≠。う蒋尋妻トピック

<平成18年度以降>
1 )醇蓋。食品鶏

2 臨床医学・薬学特論

3 囃 品」

4 食品嚇

5 食品の安全l■と衛生管理

6 栄養・食生活、「健康食品」と生活習慣病

7 鰤

8  科学的根処に基づ く栄養実践鋪に尋効

9 NR倫 理

10  嘲

11 絵義釘半■・栄隷妻トピック

(2)設般法

択■式の学科試験

◆鉤

●資格確認駅験とは

NR認定試験の受験要件である保健医療系の有資格者ないしは生命科学系の学部卒業者と同等の基

礎学力を習得しているか否かの確認試験のことで九 合格した後は有資格者と同様、NR養成講座を

修了することて認定試験韓 格が得られまサ。

l NR認定試験の試験受験資格者のうち1-6に掲げる者以外の者で、研究所指定養成講座において

22単位を取得し、修了した者

※資格皓話報験に合格した者に対しては、合格を5年間有効とし、NR認定試験拗 力滑

与されますどξ漸苦識炎詢戎諭座で必要単位を取得してくださ彰ち

2 壽式賜無司1産二月

毎年11月

働 目及び方法

(1)言明餅斗目

1  2き亜理リネ予慧き寺全

2 元刃謂功ぐ養1浄

3 人体の構造と機能・疾病の成り立ち



(2)靭
択掏 学科試験

◆受験の手続き

0申込み癬切 日

。NR翻 実施する年の4月 30日

・資格確認試験 実施する年の9月 30口

●提出書類

・受験願書 鯨餡.5cm× 横 3.5cm写真刷

・受験料の帳込票

張 卿
。NR誘顔素苺策20,0∞ 円
。資格確認試験 15,OCXl円

0受験票の交付

・受験日の約3週間前

●受験の合否の決定及び通知

・ 1ケ月以内に文書をもつて通知

・合格者については、研究所内への掲示のほかホームページにて公表し、合格証を送付

◆NR資格登録 。更新の手続きについて

ONR認定証の申請

NR認定試験に合格後、申請によりNR認陀記が研究所から交付されます。NR認定謝☆餌を訥ま、

申請料を振込み、振込票を申請書と共に研究所へ送付してくださヤも なお、NRの認定は、NR名簿

に登録することによつて行われます。

・申請手数料 5,OCXl円

0資格更新について

資格更新する場合は、有効瑚間の末日の前後 1カ羽に更新手続きを行ってくださヤち期間内に更新

の手続きを行わないときは資格が失効します。

(1)鞠
「NR」 認定を更新するには、研究所が指定する健康・栄養食品に関する情報を扱つた研修・講演

会の受講く学会発表、論文掲載等を行うことで付与される単位を、3年間で 12単位以上取得する

こと力認要で丸

(2)更新単位の取得有効期間

更新イ砒 要な12単位以上のうち4単位以上は、有効期間の末日前の1年間のうちに取得する必

要がありますЭ

・更蜘畔斗 3,0∞ 円

◆養成講座に関して

・指定養成講座連絡先一覧参照

◆養成誌座を主催される方ヘ

養成講座の指定については、前述した厚生労働省の「考え方」に基づき、適切な内容及び運営方法



が計画されていることが条件となります。養成講座の形態は、講習会方式髄びに通信教育方式の両方

を開設することができます。養成講座の指定は、健康・栄養を専門とする大学教授などから構成され

る5名の委員による「指定委員会」で審議を行い、その意見を基に当研究所の理事長が指定します。

養成講座は、当研安所が指定した場合に限り、募集案内、ポスター等に「独立行政法人国立健康・

栄養研究所指定栄養情報担当者養成講座」の名称を標榜することができますD

◆申請の手続き

0申込み締切日

・ 1月の指定委員会の審査分については前年の12月 15日 まで

。 7月 の指定委員会の審査分については6月 15日まで

0提出書類
。 指定申請書

・ 申言紳 贈

・ その他の関連資料

●申請料

・ 200,000円

0指定の可台の決定及び通知

・ 文書にて決定結果を通知

その他峙詳細に関しましては、以下にお問い合わせくださ�、

お問い合わせ先

独立行政法人国立健康・栄養研究所  :
事務部業務課 NR担 当係     :

TEL 03-3203-5721  :

FAX 03-3202-3278  :



NR試験における合格者等の割合

※1 学校教育法に基づく大学者しくは高等専門学校等において、栄表学、薬学、保健学、医学、獣医学、
水産学又は農芸化学の課程を修めて卒業した者

※2 資格確認試験に合格した者                     (6号 該当者の認定割合 )

217名 /362名 =59.9%

。NR合格者 男女比

1.栄養情報担当者資格確認試験

第 1 回

(H15。 11.16実施 )

第 2回

(H16.11.7実施 )

第 3回

(H17.11.13実施 )

第 4回
(H18,11.12実施)

第 5回

(H19.11.11実施 )

計

受験申込者数 245名 316名 319名 308名 386名 1,524名

受験者数 231名 306名 299名 283名 317名 1,436名

合格者数 87名 53名 78名 144名 125名 487名

合格率 37.7% 17.3% 26.l16 50.9% 39.491 33.9%

2.栄養情報担当者認定試験

第 1回

(H16.5.30実施 )

第 2回

(H17.6.26実施 )

第 3回
(H18.6.18実施)

第 4 回

(H19.6.17実施)

計

受験申込者数 712名 1,198名 2,182名 1,750名 5,842名

受験者数 667名 1,139名 2,063名 1,633柔 5,502名

合格者数 422名 299名 1,177名 784名 2,682お

合格率 63,396 26.3% 57,196 48.0% 48.796

3,NR合 格者 受験資格別

回

資格

第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 計

合格者頚 割合 合格者数 割合 合格者数: 割合 合格者数: 割合 合格者教 割合

管理栄養士 102名 24.211 105名 35.1% 329名 28.0, 150名 19 111 686名 25,611

栄養士 20名 5名 1 7% 61名 47名 133名

薬剤師 218名 51.7X 131名 43.8% 516名 43.8, 369名 47.lll 1,234名 46.Oll

県健師 1名 1名 0,3% 2名 4名

功産師 l名 1名

看護師 2名 1名 4名 3名 0,4% 10名

窃床検査技師 2名 と名 0.39 14名 7名 0.916 24名 0,996

三師 3名 略 21名 12名 1.5% 40名 1.5%

歯科医師 9名 1.l16 9名

弐医師 1名 1名 2名

落2～4号該当※1 26玄乙 28名 171名 97玄旨 12.4% 322名 12.Oll

第6号該当※2 48名 11,49 23名 58玄旨 88名 11 2% 217名

計 422名 100 091 299名 100,03 1,177名 100 0〕 784名 100,0% 2,682名 100.091

第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 計

男 性 135名 32.OV 78名 26.1% 319名 238名 30,4% 770名 : 28.7%

女  性 287名 68,Oγ 221名 73.991 858名 72.9% 546名 69,6% 1,912名 : 71.3%

計 422名 299名 1,177暑 784名 2,682名
:



指定養成講座一覧

一般向け養成講座 講座形式
認定試験

対応
資格確認試験

対応
HPアドレス

学際企画 (株 ) 通信教育 O O

【平成19年度 開講せず】
(株)朝 日エル

通信教育 O

(お朱)FINESIS 通信教育 O O httpi//inesls.net

イービーエス(株 ) 通信教育 O O http://www e― b― s co iD

【平成19年度 開講せず】
(株 )ファーマネットワーク

通信教育 ○ O httpツ /www Dharma― network com

(株)RDサポート
通信教育
通学教育

O O httD://WWw kenkvu― kvoikulD

(株 )サプリメント・インフォメーション・サービス 通信教育 O O

【平成19年度 開講せず】
(学)医学アカデミー 薬学ゼミナール

通信教育
通学教育

O O

(株)エコロジーヘルスラボ 通信教育 O O httD://WWw kenkoexDert COm

共立薬科大学 通学教育 O

(中 )日 本統合医療推進協会 通学教育 O O

大阪パイオメディカル専門学校 通学教育 O O httDプ /WWW osakabio iD

栄養士会会員向け 講座形式 認/座 受/資 HPアドレス

(社 )日 本栄養士会 通学教育が主 O

薬局・薬店て勤務する販売員向け 講座形式 認/座 受/資 HPアドレス

大塚製薬 (株 ) 通信教育 O ○ httoノ/www otsuka coip/oavex

全薬工業(株 ) 通信教育 O O attpノ /www zenvaku coiD

製造 B販売業社員教育 講座形式 認/塵 受/資 HPアドレス

ロート製薬 (株 ) 通信教育 O O



在籍学生向け 講座形式 認/座 受/資 HPアドレス

聖徳大学 通学教育 ○ ηttD://WWw se■oku i9/univ/

大手前栄養学院専門学校 通学教育 O ηttDノ/www DrO Otemae acip

園田学園女子大学 通学教育 O 句ttDプ/WWW spmpda― u ac.ip

華学園栄養専門学校 通学教育 O ηttDプ/WWW hana,ac� p

東京栄養食糧専門学校 通学教育 O

学校法人 行吉学園
神戸女子大学

通学教育 O 4ttDノ /www kobe―wu ac.ip

学校法人 行吉学園
神戸女子短期大学

通学教育 O nttD://WWw kobe―wu acio

滋賀県立大学 通学教育 O nttDノ /www usD,aC ip

九州女子大学 通学教育 O httDノ/www kwuc aclp/

城西国際大学 薬学部 通学教育 O httDプ/WWW ilu ac,ip

FB愛 大学 通学教育 O httDノ /www soalaciD

兵庫大学 通学教育 O httoノ /www hvo買o―dalaC ip

京都栄養医療専門学校 通学教育 ○ httDプ /WWW taiwa aciD/eivOu/index,cfm

広島工業大学 通学教育 O httDノ /www託―hiroshima ac ip

会津大学短期大学部 通学教育 O httD://― ic u― aizu ac ip

新潟薬科大学 通学教育 O httDノ /wwwinittatavakudalip

大阪パイオメディカル専門学校 通学教育 O ○ httpノ /www obm acip

帝京大学 薬学部 通学教育 O httDノ /www Dharm teikvo― u aclp

日本薬科大学 健康薬学科 通学教育 O httoノ /www nthonvakka iD/index htmi

甲子国大学 栄養学部 通学教育 O htt9ノ /www koshien ac.ip/

東海学院大学 食健康学利 通学教育 O httDプ /WWW tokaittakuin― u acip/

愛知学院大学 健康栄養学科 通学教育 O httoノ /www aichi― 質akuin ac,ip/



平成19年度NR研修会日程等について

開催地 口時 会場 講演者 請演内容

東京
刊0月 13日 (上 )

10:00-15:45
日本教育会館
―ツ橋ホール

802名

厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課
新開発食品保健対策室
衛生専門官 調所 勝弘

「健康食品をめぐる行政的課題」

城西大学薬学部医療栄養学科
教授 和国政裕先生

r食物・食品と医薬品との相互作用
―考え方の基礎と事例研究―」

独立行政法人国立健康・栄養研究所
栄養疫学プログラム 生体指標プロジェクト
リーダー 石見佳子

「骨の健康と栄養」

大 阪
10月 20日 (上 )

10:00-15:45
namba PLACE 7 460名

独立行政法人国立健康・栄養研究所
食品保健機能プログラム 食品分析プロジェクト
リーダー 永田純―

「食品の栄養成分及び健康表示と科
学的根拠のある食品情報のとらえ方」

滋賀県立大学人間文化学部
教授 柴田克己先生

「ビタミンの上限値の決定に至る根拠
と今後の方針」

独立行政法人国立健康・栄養研究所
研究企画評価主幹 吉池信男

「国民健康・栄養調査からみた日本人
の食生活・健康実態J

岡山
10月 27日 (■ )

12:30-15,45
岡山国際交流センタ 98名

兵庫県立大学環境人間学部食環境解析学教室
教授 渡邊敏明先生

「ダイエタリーサプリメントを巡る話題」

独立行政法人国立健康・栄養研究所
研究企画評価主幹 吉池信男

「メタボリックシンドロームに焦点をあ
てた新しい保健指導」

仙 台
1司 月10日 (土 )

12:30´ψ15:45
仙台ロイヤルパークホ

テル
53名

早稲田大学スポーツ科学学術院
教授 樋口 満先生

「スポーツ食育(ジュニア期からの運動
・栄養指導)」

独立行政法人回立健康・栄養研究所
情報センター 健康食品情報プロジェクト
リーダー 梅垣敬三

「健康食品関連の最近情報J

名古屋
刊刊月17日 (■ )

12:30'Ψ 15:45
名古屋国際センター 2刊 0名

愛知学院大学案学部医療薬学科・

薬用資源学講座 教授 井上誠先生
「カロチン、キサントフィルの有用性を
考える」

独立行政法人国立健康・栄養研究所
食品保健機能プログラム食品分析プロジェクト
リーダー 永田純―

「保健機能食品制度の仕組みと食品
成分を巡る最近の話題」

福 岡
刊刊月24日 (■ )

12:30～ 15:45
福岡ファッションビル 146名

九州大学大学院農学研究院栄養化学分野
教授 今泉勝己先生

「脂質栄養を巡る最近の話題J

独立行隕濠人回ヱ健康・素憂研究所

食品保健機能プログラム
II―す― I也田和彦

「食品成分のエネルギー換算係数」


